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特集  J-クレジット

　
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は
森
林
等
の
二
酸
化
炭
素
（
C
O
2
）
の
削
減

量
・
吸
収
量
を
認
定
し
、
売
買
を
可
能
と
し
た
国
の
制
度
で
す
。
日
南
町
で
は
、

林
業
振
興
や
環
境
保
全
、
生
態
系
の
維
持
を
目
的
に
国
（
経
済
産
業
省
、
環
境

省
が
運
営
）
か
ら
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
取
得
し
、
県
内
外
の
多
く
の
企
業

に
販
売
し
て
い
ま
す
。
８
年
間
で
３
３

５
８
ト
ン
（
全
体
量
６
６
０
４
ト
ン
）

の
販
売
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

J
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は

な
ぜ
販
売
増
に
つ
な
が
る
の
か
？

　
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
正
式
名
称
は
、
〝
国
内
に

お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
排
出
削
減
・
吸
収

量
認
証
制
度
〞
と
言
い
ま
す
。
名
前
の
通
り
温
室
効
果

ガ
ス
（
C
O
2
等
）
排
出
の
削
減
や
、
吸
収
源
の
増
進

を
通
し
て
地
球
温
暖
化
対
策
を
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
森
林
の
ま
ち
日
南
町
に
お
い
て
で
き
る
こ
と
と
し
て
、

森
林
整
備
を
通
じ
た
地
球
温
暖
化
対
策
に
積
極
的
に
参

画
し
て
き
ま
し
た
。
販
売
収
入
を
森
林
整
備
に
活
用
で

き
る
等
、
購
入
企
業
と
の
新
た
な
事
業
展
開
の
可
能
性

が
広
が
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
多
様

な
取
り
組
み
に
繋
が
り
ま
す
。

　
購
入
し
た
企
業
に
お
い
て
は
企
業
活
動
等
に
お
い
て

排
出
さ
れ
た
C
O
2
を
、
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
で

埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
で
（
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
）
、

環
境
貢
献
企
業
と
し
て
の
P
R
効
果
だ
け
で
な
く
日
本

各
地
の
森
林
保
全
活
動
や
中
小
企
業
等
の
省
エ
ネ
活
動

を
後
押
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
E
S
G
経
営
と
い

わ
れ
る
「
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
が
当
た
り
前

と
な
っ
て
い
る
昨
今
で
は
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
と
も

言
え
ま
す
。

J
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
取
り
組
ん
だ
目
的

　
日
本
の
30
年
後
の
姿
と
も
言
わ
れ
て
い
る
日
南
町
。
S
D
G
s
は
町
が

存
続
し
て
い
く
た
め
の
羅
針
盤
と
も
言
え
ま
す
。
人
口
減
少
、
地
域
資
源

の
乏
し
い
日
南
町
に
お
い
て
は
、
S
D
G
s
17
の
目
標
の
１
つ
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
１
つ
の
自
治
体
だ
け
で
は
、
そ
の
町

が
抱
え
て
い
る
問
題
は
解
決
し
な
い
た
め
、
企
業
、
団
体
、
学
校
、
研
究

機
関
、
そ
し
て
私
た
ち
一
人
一
人
が
自
分
達
に
で
き
る
こ
と
を
取
り
組
む

こ
と
が
今
後
更
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
手
を
取
り
合
い
、
誰

も
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
取
り
組
み
例
の
１
つ
と
し
て
、
林
業
に
お
い
て
は
物
流

大
手
の
日
本
通
運
㈱
と
10
年
来
の
森
林
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

５
０
０
人
を
超
え
る
社
員
の
皆
さ
ん
に
来
町
い
た
だ
き
森
林
保
全
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

に
限
ら
ず
、
今
後
多
様
な

考
え
方
や
多
様
な
企
業
・

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
の
視
点

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
の
日
南
町
が
目
指
す
姿
と
は

地
域
全
体
で
取
り
組
む
環
境
問
題

地
元
の
銀
行
に
よ
る
仲
介

　
地
方
銀
行
も
S
D
G
s
を
軸
と

し
た
地
域
課
題
の
解
決
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
日
南
町
の

Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
契
約
の
半

数
以
上
は
㈱
山
陰
合
同
銀
行
、
㈱

鳥
取
銀
行
の
仲
介
に
よ
る
も
の
で

す
。
国
や
企
業
の
動
き
に
関
す
る

情
報
を
蓄
積
し
て
い
る
地
方
銀
行

は
、
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
み
な
ら

ず
、
地
方
創
生
に
資
す
る
施
策
展

開
に
欠
か
せ
な
い
ま
ち
づ
く
り
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環境省
経済産業省

日南町

会
社

会
社

CO2吸収量
6,604トン認定

販売

購入

販売

購入

地域貢献
企業としてPR

排出している
CO2量を
埋め合わせ6,604トン

日南町有材Ｊ-クレジット令 和２年度売上最高額を記録！
日南町有材J-クレジットの令和2年度売上額が過去最高額を記録しました。（平成25年度より発売）
新型コロナウイルス感染症が拡大し、景気が良いとは言えない状況下で、なぜ販売額が最高額を記録したのか。背景の推察と、温暖化対策の取り組みが地球規模で求められている
中で日南町は今後どのような姿を目指していくのかお伝えします。

日南町有材J-クレジットの令和2年度売上額が過去最高額を記録しました。（平成25年度より発売）
新型コロナウイルス感染症が拡大し、景気が良いとは言えない状況下で、なぜ販売額が最高額を記録したのか。背景の推察と、温暖化対策の取り組みが地球規模で求められている
中で日南町は今後どのような姿を目指していくのかお伝えします。

２
０
１
５
年
に
国
連
で
開
か
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

国
際
社
会
共
通
の
目
標
。
日
南
町
は
令
和
元
年
度
に
国
か
ら

未
来
都
市
（
全
国
30
都
市
）
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

※

S
D
G
s
と
は

環
境
（
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
）
、
社
会
（
S
o
c
i
a
l
）
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
（
G
o
v
e
r
n
a
n
c
e
）
の
頭
文
字
を
取
っ

て
作
ら
れ
た
言
葉
。
近
年
で
は
こ
の
３
つ
の
観
点
か
ら
投
資

対
象
を
選
ぶ
「
E
S
G
投
資
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
E
S
G
と
は

SDGs未来都市認定式（官邸）令和元年７月１日

日本通運㈱との森林育成活動

※

５
月
10
日
現
在
の
販
売
額
約
２
４
０
０
万
円

　
以
前
よ
り
環
境
問
題
に
つ
い
て
世
界
で
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
S
D
G
s
の
考
え

が
浸
透
し
、
日
本
で
も
多
く
の
企
業
・
自
治
体
が
取
り

組
み
、
C
M
等
で
も
放
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
企
業
が
利
益
分
を
C
S
R

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
や
環

境
貢
献
活
動
に
充
て
る
の
で
は
な
く
、
企
業
が
存
続
す

る
た
め
に
は
E
S
G
経
営
や
S
D
G
s
と
い
っ
た
視
点

が
大
前
提
と
し
て
存
在
す
る
。
こ
う
い
っ
た
時
代
背
景

が
販
売
の
増
に
繋
が
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

※

※


